
TOPIC ２ 盛土材料取扱基準の改定について

（１）適用範囲
• 道路工事のみであったものを、道路、河川、海岸、砂防工事へ拡大

（２）用語の定義
• 土質改良土の定義を、静岡県盛土等の規制に関する条例に合わせ改定

（３）材料の品質規格
• 「裏込め材・埋戻し材」を新たに設定
• 路体材における変状土CBR５の規定を削除

（４）河川築堤盛土材として望ましい品質規格
• 「河川築堤盛土材」として望ましい品質規格を新たに設定

TOPIC 1 建設発生土マッチングシステムの運用状況

・「静岡県建設発生土マッチングシステム(SSM)」は、官民問わず無料で手軽

にマッチングできるWEBシステムです。工事間流用促進のため、ぜひご活用

ください。システムはページ下部に記載のQRコードからアクセスできます。

◆手軽に登録・情報検索
◆無料で使用可能‼
https://ssm-system.jp/

みらいの県土
静岡県建設発生土マッチングシステム(SSM)の

運用状況をはじめとする建設発生土の有効利用に

関する情報をお届けします。

［ 発行 R5.10.30］静岡県交通基盤部建設経済局技術調査課 ℡ 054-221-2168

ユーザー登録数 415名

土が出る工事（搬出） 60件

土が欲しい工事（搬入） 9件

〈運用状況 R5.10.25時点〉

No.7

◆ おしらせ

・10月１日
R5（下期）県建設
発生土処理施設一
覧表を公表しまし
た。

・10月30日
第３回みらいの県
土研究会を開催し
ます。

• 静岡県交通基盤部が発注する道路工事に盛土材料を使用する場合の基準で、
山土や再生盛土材、土質改良土の「品質規格」「使用承諾」「検査」等が規定されています。

• 土質改良土の利用拡大を図るため、次のとおり見直しを検討しています。

〈静岡県盛土材料取扱基準とは？〉

主な改定内容（案）

道路以外の用途で検査・使用承諾を得た盛土材料を使用可能に

各基準、マニュアルで異なっていた定義を条例の定義に一本化

使用頻度の高い用途を設定

品質判定の簡素化、円滑化

大口の利用先となり得る築堤盛土材の規格を設定


